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国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／東山荘・講堂�
開 会 点 鐘／12：30�
国 歌 斉 唱 �
ロータリーソング／我らの生業�
内　　　容／クラブ年次総会　会長�
　　　　　　新会員卓話　勝間田太住君�
会 員 慶 事�
☆誕生日�
　12月 7日　勝又　重春君    �
　12月 7日　橋本　喜市君    �
　12月 8日　勝間田芳麿君 �

☆結婚記念日�
　12月 5日　内海　隆治・幸　子様ご夫妻    �

☆連続出席�
　11月28日　勝又重春 君（１2年間）     

　本日の11月の最終例会は、前

年度メキシコとの青少年交換プログラムで当ク

ラブから派遣された芹沢　護君の帰国報告夜間

例会として行うことになっております。   �

　高校生が友好親善使節として、一年間海外で

生活する青少年交換プログラムの意義と、その

素晴らしさについては改めて申し上げるまでも

ないと思いますが、全国や地区の実施状況につ

いて触れたいと思います。前年度スタート直前

の〈受入れのみのデータ〉ですが、全国には35地区・

2,302クラブがあって、280名の学生を受入れ、平

均すると1地区65クラブで9名受入れということ

になります。そして、1クラブの予算額の平均が

992,500円、地区から実施クラブへの助成金は

423,000円余となっており、そのための財源として

地区人頭分担金（平均2,000円）を割り当てている

ところが相当数あります。   �

　2620地区は2690地区（鳥取・島根・岡山）とと

もに助成金が0の地区ですが、高崎ガバナー年度に

は「地区内クラブ活性化援助金」としてクラブの

人数に応じて10～40万円を支出したようです。ま

たこの事業を活発に行っているのは山梨第1・2・3

分区と静岡第5・6分区で、その他は低調のようです。   �

　この事業に取り組めない一番の理由は予算の問

題で、昨年度地区青少年交換委員会は将来的には

人頭分担金として集金して、それを受入れクラブ

に支給するようにして欲しいという請願書を、佐

藤現ガバナーに提出したそうです。   �

　因みに、前年度ラロ君受入れの際には、特別会

計からの繰り入れと会員スマイルで900,000円を充

当し、733,094円を支出したと、前山口国際奉仕委

員長からの報告を受けています。 

�

次回12月11日の例会�

１８２３回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂�

会　長　  水口　正宏�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５９名� ４６名� ７７.９７％� １００.００％�

岩田　英治君　11月 9日　地区大会    �
林　　　準君　11月 9日　地区大会    �
望月　　茂君　11月 9日　地区大会    �
根上　眞一君　11月 9日　地区大会    �
大森　清治君　11月 9日　地区大会    �
小野　篤之君　11月 9日　地区大会    �
芹澤　正明君　11月 9日　地区大会    �
戸栗　太平君　11月 9日　地区大会    �
内海　宣彦君　11月 9日　地区大会    �
山口　幸男君　11月 9日　地区大会    �
橋本　喜市君　11月18日　G R A    �
斉藤　　保君　11月18日　G R A�
山崎伊久雄君　11月24日　裾　　野    

●この度、御殿場吹奏楽団が市より地域社会賞をいただきました。現在12/6のチャリティーコンサートへ向け特
　訓中です。是非聴きに来て下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田代博久君・小野篤之君

●弊社がI.S.O.9001を承認取得いたしました。今まで以上の責任を感じながら、ガンバリます。�
橋本喜市君�

●メーキャップ�
　　　（13名）�

●欠席者（13名）�
　秋田悦夫君・勝又敏雄君・滝口喜徳君・林　　準君・大森清治君 

　土屋闊正君・石田　恩君・斉藤礼志君・内海隆治君・神谷高義君 

　斉藤　衛君・勝又　洋君・菅沼　久君 　 

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

芹  澤　護君�

メキシコでの一年間 交換留学生�

　僕は昨年の8月25日に成田を

出発し、今年の7月6日にメキシ

コより帰国致しました。   �

　二つの家にホームステイをしたのですが、一

件目の家は両親が二人とも弁護士でした。僕が

到着して一週間後に、入れ替わるように長男が

フランスへ留学して行ったため、弟が世話をし

てくれました。   �

　メキシコではスペイン語が使われますが、僕

が英語ができないのが分かると、「まず、英語

を覚えてからのほうがスペイン語は覚え易い」

ということで、お世話になった半年間ずっと英

語で会話をしてくれました。お陰で、英語が人

並みに話せるようになり、先日の英語の試験で

はびっくりするような良い点数が取れました。

本当に感謝してもしきれないくらいです。   �

　この家では、一年間ずっと居てもいいと言っ

てくれたので、そのつもりでいたら、どうして

も代わらなければいけないということで、泣き

の涙で二件目の家に行きました。一件目も良かっ

たですが、二件目の家はもっと良かったです。   �

　今度の家では、父親が牧場を経営していてほと

んど家にいなかったので、兄弟たちが面倒をみて

くれました。特に長男のアルバロは、自分の大学

のダンスサークルへ僕を連れて行って、そこの仲

間たちと心に残る体験をさせてくれました。    �

　その中でも一番印象に残っているのは、兄の仕

事の手伝いでセメント塗りをやらされたことです。

学校が休みに入ってから、毎日朝早くから夜遅く

まで壁にセメントを塗っていました。嫌々やって

いましたが、やり終えてみると達成感と充実感を

充分感じることができました。    �

　留学前は、メキシコといえばテキーラとサボテ

ンとマヤ文明位しか思い浮かばなかった僕にとって、

この一年間は20年間生きてきた中で特別な宝物と

なりました。素晴らしい体験をさせていただいたロー

タリークラブの皆様に感謝いたします。�


